
公益社団法人　山梨県農業用廃プラスチック処理センター
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【主要事業の概要】

事業１

事業２

事業３

【組織】
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(千円)

(千円)

33,440

設 立 年 月 日 昭和５１年１１月１日

全国共済農業協同組合連合会山梨県本部

16,305

E-mail ア ド レ ス haipura@alpha.ocn.ne.jp

令和６年度令和５年度令和４年度

32,436 32,011

31,305

事業費（単位：千円）
内容

県内の農業生産現場から排出される農業用廃プラス
チックを収集して、有価物とそれ以外に分別し、外部の
業者へ販売または委託処理のため搬出する。

法人名

主
な
出
資
者
等

出資順位
1

4
3

6

ホームページＵＲＬ http://yama-haipura.sakura.ne.jp/hp/index.html

資本金（基本財産） 千円

5

8
7

団体（者）

出資者名等
山梨県
市町村（１４）
全国農業協同組合連合会山梨県本部
山梨県信用農業協同組合連合会

2

【 法 人 の 概 要 】

代 表 者 名 所 管 部 （ 局 ） 課 農政部　果樹・６次産業振興課

所 在 地 南アルプス市高田新田字川東３３の１ 電 話 番 号 ０５５－２８４－０９３８

理事長　　小池　一夫
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理事（非常勤） 13

9

出資その他
その他

10

令和 ５

農業用廃プラスチック
の収集・処理

年度

各年度体制

理事（常勤） 1

プ

ロ

パ

ー

職

員

1

設 立
目 的
経 緯
概況等

昭和４９年に農業用廃プラスチック処理の株式会社として県も出資して設立したが、昭和５１年８月に会社
は解散。昭和５１年１１月に財産を引き継いで社団法人として設立、その後、平成２５年４月１日に公益社
団法人に移行した。近年は、経費節減等により安定した経営ができており、農業用廃プラスチックの収集
処理量も500ｔ～550ｔで推移している。これまでの啓発活動等が功を奏し、直近のデータでは当センターが
県内の農ポリ、農ビの95％以上を回収し適正処理を行う極めて重要な施設となっている。

主な事業名

11 1

役員等
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監事（常勤）

評議員 0
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監事（非常勤） 2
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13 16 0 2 121 13 16 0 1
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男性

女性

1 1
管理職 1

令和７年度

一般職員

臨時職員 1 1

合計 0 0 0 0 1

※

2 3 1 0 2
４１～５０ ５１～６０

3 1 0 2
平均年収

計 3 1 0
年齢

公益法人用

15,000
11,796
1,630

435
435

2,009

出資比率出資額
47.9 %
37.7 %
5.2 %
1.4 %
1.4 %

（令和8年4月1日現在）

特別基金
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※個人の年齢、年収が容易に推定できるため不記載

21 21
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【経営の状況】 （単位：千円）
令和４年度 令和５年度 令和６年度 増減

0 0 2 2
4,452 4,323 4,326 3

0 0 0 0
29,368 27,606 27,361 △ 245

0 0 0 0
0 19 45 26

33,820 31,948 31,734 △ 214
事業費 26,473 26,197 27,295 1,098

うち人件費 14,395 12,650 14,304 1,654
管理費 5,963 5,815 6,146 331

うち人件費 3,823 3,763 3,971 208
経常支出　計　 32,436 32,012 33,441 1,429

1,384 △ 64 △ 1,707 △ 1,643
0 317 1,400 1,083
0 0 0 0
0 317 1,400 1,083

1,384 253 △ 307 △ 560
0 0 0 0

47,869 48,122 47,815 △ 307
（単位：千円）

令和４年度 令和５年度 令和６年度 増減
17,594 11,913 30,786 18,873
40,035 40,097 40,936 839
57,629 52,010 71,722 19,712
9,761 3,746 23,601 19,855

0 0 0 0
0 142 305 163
0 0 0 0

9,761 3,888 23,906 20,018
47,868 48,122 47,816 △ 306

うち基本財産への充当額 16,305 16,305 16,305 0
うち特定資産への充当額 10,252 7,276 0 △ 7,276

（単位：千円）
令和４年度 令和５年度 令和６年度 増減

1,484 1,441 1,442 1
人件費補助金 0 0 0 0
人件費以外の補助金 0 0 0 0

0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0

人件費委託金 0 0 0 0
人件費以外の委託金 0 0 0 0

委託金　計 0 0 0 0
1,484 1,441 1,442 1

4.4 4.5 4.5 0.0
0 0 0 0
0 0 0 0

【県の財政的関与の状況（令和６年度）】

負債　計

経常外収入

正
味
財
産
の
状
況

項　　　　　目
基本財産等運用益
受取会費・受取寄付金
受託事業収益
自主事業収益
受取補助金等
その他の収益

経常収入　計

当期経常増減額

流動負債
うち短期借入金

固定負債

経常外支出
当期経常外増減額
当期一般正味財産増減額
当期指定正味財産増減額
正味財産期末残高

流動資産
固定資産

県債務負担実際残高

資産　計

うち長期借入金

項目

負担金

補助金
（事業費）

補助金
（運営費）

正味財産

県
の
財
政
的
関
与
の
状
況

項　　　　　目
負担金

運営費補助金
事業費補助金

補助金　計

県支出金　計
県の財政的関与の割合（％）
県貸付金残高

財
務
状
況

項　　　　　目

委託金

県債務負担
実際残高

なし

内容・目的・金額

県、市町村、農協、農家が管理費を均等（1/4）に負担　（R６年度県負担金 1,44２千円）

なし

なし

なし



【自己評価・評点集計】：（経営評価算出表により、法人自らが評価した結果を記入）

評価の視点 評価項目数 満点 評点 得点率

目的適合性 3 10 8 80.0%

計 画 性 3 10 9 90.0%

組織運営の
適 正 性 3 10 9 90.0%

財 務 状 況 7 44 32 72.7%

効 率 性 5 18 13 72.2%

21 92 71 77.2%

正味財産増減

流動比率

借入金依存率

債務超過

県の将来負担見込

回収不能債権

県の債務処理補助等

公益認定基準抵触

【出資法人の自己評価】：（各評価の視点毎に、法人自らによる分析・検証の結果及び対応策を記入）

目的適合性

計 画 性

組織運営の
適 正 性

財 務 状 況

効 率 性

総合的評価

対応策

出資法人の組織の管理運営上における人的・物的
な経営資源が有効活用されているかを問う視点

【警戒指標数】

目標達成度

・人件費に加え、処理価格の上昇等、経費の増加が見込まれることから、健全な経営を進めるため、経
営計画に沿って一層の経営の合理化を進めるとともに、搬入された廃プラスチックの分別を徹底し、有
価物としての取引を優先することで処理経費の削減に取り組んでいく。
・併せて、安定財源を確保するため、令和７年10月１日から回収袋の価格改定を行う。

合　　計

廃プラスチック類の分別徹底と取引業者との連携強化により、委託処理物の処理経費の抑制に努める
とともに、最少人数で効率の良い事業運営ができている。県内の農ポリや農ビの９５％以上を回収し、リ
サイクル率は８０％となっている。本県農業の振興と環境保全対策に努めている。

定款・業務方法書により計画的に運営している。また、県出資法人経営健全化プランに基づき令和４年
度に改訂した経営計画に沿って着実に成果を上げている。

県内の農業生産現場から排出される農業用廃プラスチックを適正に処理するという目的に適合した業
務を行っている。県内から排出される農ポリ、農ビは95％以上を回収して適正処理を行っている。

現在の業務方法書において、組織運営上、最少人数で運営している。また、事業内容及び財務状況を
ＨＰ等で公表するなど、情報公開も行っており透明性の確保に努めている。

人件費の上昇や物価高騰に伴う経費の増加によりよる経常収支悪化に対しては、生産者の理解を得
たうえで令和7年10月1日から回収袋の価格改定をし、安定した事業運営を図る。
なお、財務状況の得点率が低下した主な要因は、流動負債の急激な増加である。これは、公共事業に
よる建物の移転によるものであり、一時的なものである。

経営計画に沿って最小人数で効率良く運営している。廃プラスチックの持込量は前年よりも１９ｔ少な
かったが、これは外装被覆の張替のタイミングによる減少だと考えられる。一方、処理量は有価物出荷
用のトラックの確保が今年度は計画的にできたことから、前年度より増加した。

評価ポイント

出資法人が当初の設立目的あるいは公益目的と適
合した業務を行っているかを問う視点

出資法人が長期的ビジョンを持って計画的に事業
運営に取り組んでいるかを問う視点

組織・人事・財務等の内部管理体制が適切に整
備、運用され、かつ情報公開による透明性の確保
が適切であるかを問う視点

出資法人の経営の安全性や収益性を問う視点
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【法人担当部局の所見】：（法人所管部局による各評価の視点毎の分析、評価）

目的適合性

計画性

組織運営の
適正性

財務状況

効率性

総合的評価

【総合評価】：（経営検討委員会による総合評価）
A 得点率８０％以上かつ警戒指標なし

B 得点率７０％以上８０％未満または警戒指標が１

％ C 得点率６０％以上７０％未満または警戒指標が２

D 得点率６０％未満または警戒指標が３以上

【総合評価に対する今後の対応方針】

流動比率および自己資金費率が前期と比較し低下している。これは、廃プラスチック処理セン
ターの建替建設に係る前受金の計上が要因であるため、一時的な低下である。令和４年度に
策定した経営計画を遂行するとともに、引き続き、より低コストで効率的な運営に努めること。

農業用廃プラスチックを収集・分別し適正に処理し、施設園芸の発展と自然的・社会的公害の
未然防止を図るため、令和４年度に施行された「プラスチックに係る資源循環の促進等に関す
る法律」に基づき、農家への啓発活動を継続的に行いながら、徹底した分別により目標である
リサイクル率の向上に努めており、設立目的及び公益目的に適合している。

令和４年度に定めた「山梨県農業用廃プラスチック処理センター経営計画」及び「年度事業計
画」等に基づき、経営改善に向けた具体的な改善策を講じている。

引き続き、内部管理体制の適切な運用と、組織の透明性の確保に努めること。

中国における廃プラスチックの輸入禁止措置や燃油や資材費の高騰等の影響により、農業用
プラスチックの処理価格が上昇している。このため、より安価で廃プラスチックのリサイクルに
積極的に取り組む優良な処理業者と連携し、可能な限り有価販売に取り組み処理経費の抑制
を図ること。また、令和７年10月１日から回収袋の価格改定により、事業収益の向上が図られ
ることを期待する。また、流動負債の急激な増加は、建替建設によるものであり、一時的な低
下である。

農業用廃プラスチックの処理量が増加したため、役務提供実績は向上した。耐久性強化製品
の普及やハウスの張替タイミング等により、年度によって収集量・処理量に多少のばらつきは
生ずるが、引き続き、最小人数での効率的な経営に努めること。

警 戒 指 標 数

得 点 率 77.2
0

B

総合的所見

総合評価
ラ　ン　ク


